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 「あきらめずに挑戦！」～第７７回卒業証書授与式にあたって～ 

校長 川西 真理 

 去る３月１９日、第７７回卒業証書授与式を挙行いたしました。コロナ以前に戻って、多く

のご来賓のご臨席を賜り、５名の卒業生の巣立ちを共に祝福していただいたことは大きな喜び

です。また、見送りの際には地域の方にも来ていただきました。本当にありがとうございまし

た。 

 卒業生の小学校での６年のうち３年はコロナの影響で、学校生活には様々な制限がありまし

た。しかし、その中でも粛々と力を蓄え、名実ともに立派なリーダーに成長しました。しかし、

最初から立派なリーダーはどこにもいません。集団登校やなかよし班の班長として、運動会の

団長として、島中太鼓のリーダーとして、学習発表会では最上級生として内容のある発表をと、

様々な活動や行事のなかで、大切なことを一つ一つ体得してくれました。時には「やりたくな

い」「プレッシャーだ」と感じる事も多々あったと思います。しかし、最上級生として、また、

島中小学校の伝統を受け継ぐ者として、「やらなくてはいけないこと」を理解した上で責任を果

たしてくれました。このことは、本校が今年キーワードとしている「粘り強さ」と「折り合う」

ことを体現してくれたと思っています。 

 さて、式辞の中で、卒業生に「大切にしてほしいこと」とし 

て「あきらめずに挑戦すること」を述べました。このことは、 

実は在校生にもぜひ伝えたいことでした。挑戦することの価値は 

「成功したか失敗したか」ではなく「本気で取り組んだかどうか」 

です。 

 令和５年度を振り返ってみると、学校として、個人として様々 

なことに挑戦してきました。「本気で取り組んだ後に感じる清 

々しさをいくつ味わいましたか？」たくさんある児童も、そうで 

もない児童もいるかもしれません。けれども、島中小学校はいつ 

でも、「挑戦する場」をつくり、「児童に寄り添い」、挑戦する児 

童の「背中を押せる」学校でありたいと思っています。  

地域の皆様・保護者の皆様、この１年間、学校と子ども達を温かく見守っていただき、心より

感謝申し上げます。ありがとうございました。 

 

 

  

がんばれ 負けないで そんな声が 聴こえてくる 
本当に 強い気持ち 優しさを 教えてくれた・・・ 

地域の皆様からいただいた
お花を岡﨑真弓先生がアレ
ンジ 
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日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat 

31 1 
 

2 
 

3 

 

4 
 

5 
入学式準備 

6 

 

7 

 

8 
着任式・始業式 

入学式 

見守り隊対面式 

9 
給食開始 

よろしくね集会 

委員会 

10 
児童会 
身体測定 

11 12  
 

13 
 

14 

 

15 
参観日 

ＰＴＡ総会 

16 
 

17 
家庭訪問① 

18 
全国学力学習状況調査（６年） 
学力定着状況確認問題（５年） 

19 
家庭訪問② 

20 
 

21 
 

22 
 

23 
学校運営協議会 
ＰＴＡ役員会 

24 
 

25 
 

26 
遠足 

27 

 

28 29 
昭和の日 

 

30 
委員会 

1 2 3 4 

～６年を送る会～ 

 卒業式に先立ち、３月５日に卒業生を送る会を児童会主催で行いました。会では６年生と一

緒に楽しみたいという思いのもと、 

「文字探し」や「ボッチャ」など 

のゲームを行いました。 

また、２～５年生から６年生へ、 

それぞれ工夫して創作したブラ 

バンのキーホルダーを贈り、感 

謝の気持ちを伝えました。 

              昨年に引き続き、国際基督教大学の学生さんによる劇団「虹」

の公演が３月８日に行われました。今年の演目は、個性的な船員

達が不思議な島々を冒険する『レインボー航海記』。団員の学生

さんたちは、劇を通して「仲間の大切さ」を教えてくれました。

また、公演後には、給食や全校遊びで児童とふれあいの時間をも

ちました。子ども達は、年齢が近い学生さん達とすぐになじみ、

楽しい一時を過ごしました。 

「言葉さがし」ゲーム 気持ちを込めてつくったキーホルダー 

の木 植えました    
 「みかんの町なのに学校にはみかんの木がない！」日頃から 

もっとみかんの木を身近に感じてもらいたいとの思いから、日 

前の西村仁明様のご心配により、中庭にみかんの木を植樹しま 

した。来年度の「OrangeYear」（総合的な学習の大きなテーマが「みかん」の年）に向 

けての動機付けにもなりました。 

  


